
その他活動事例については、
以下のURL内に掲載中です。▶▶▶▶▶▶▶▶
http://kochi-shoukiborin.jp/info/dtl.php?ID=529
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●日　時／令和元年11月19日（火）
●場　所／三原村農業構造改善センター
●見学地／フォレストファーマーズ下切　施業地
●出席者／48名

●会長あいさつ
 中嶋会長 
　今年、高知には豪雨や台風は直接は来なかったのですが、全国
的にはすごい被害がありました。さっき農林水産省のHPで台風
19号だけの被害を見たんですけど林道で1万ヵ所以上、林野関
係全体の速報値で791億円ぐらいでています。１万ヵ所って林
道だけですから作業道も入れたら３万ヵ所ぐらいになるんじゃな
いかと。
　最近の台風は室戸台風並みのものが来てますので、それを頭に
入れて作業をしないといけない。台風15号の被害を受けた千葉
県に調査に行きましたが、木が倒れた山はほぼ間伐していまし
た。未整備の全く切ってない山は全然倒れていない。被害を受け
た山に木が何本あるか調べた1haに約500本でした。45年の杉
で500本ですから相当過伐です。
　去年鳥取県も西日本豪雨を受けたのですが、知ってる自伐林家
が二十数人おるんですが、彼らの山は一ヵ所も崩れていない。や

り方によって差が
出 て き ま す の で 、
よくその技術を学
んでいただきたい
なと思います。そ
れを伝えられるよ
うに、何か努力は
したいなと思って
います。

●フォレストファーマーズ下切
　宮川氏あいさつ

 宮川氏 
皆さんこんにちは。
　この組織を立ち上げて３年
目で、平成29年３月に組織
を立ち上げました。
その中で飯を食わんといかんということで、約4、5名で活動し
ています。下切という集落は家が20戸足らずになり、人口もど
んどん減って高齢化率も上がっていますけど、そこで何とか暮ら
しを立てていく上には、何かしらお金に変わるものと考えながら
農業、林業、特用林産を手がけています。
　農業の分野では今年はお米を無農薬で栽培しましたが、計画を
した分ほど収量は取れませんでしたが、何とか100袋近いぐら
いのお米を出荷しました。来年は今年のノウハウを生かして収量
を増やして、赤字を出さないようにと思っています。

　林業では僕らはずぶの素
人で、３年前に始めた時に、
チェーンソーを握ったこと
がない人も、協議会の中で
資格を取らしてもらったん
ですが、一番怖いのが事故で
す。どうしても機械を使うこ
とになりますし、僕が60年

間土木の仕事とかいろんな仕事、トンネルの仕事もしてきました
けど、山で伐採という作業は一番危険かなという気がします。そ
の危険なもしかしたら死んでしまう作業をする中で、フォレスト
ファーマーズという組織で、3、4人で山に行って作業をするわ
けですが、今までしてきた仕事と比べると非常にストレスが少な
いです。山の中で開放的なところで仕事をするのは、精神的なス
トレス感が非常に少なくて、工場とかトンネルで働くのと比べる
と非常に気持ちがよく一番
やりがいを感じるところ
かなと思います。これから
も、とにかく事故がないよ
うに、給料をちょっとでも
多く貰えるようにと考えて
います。

1. 令和元年度高知県小規模林業推進協議会第２回協議会「現地検討会」 開催
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2. ワークスタイル

令和元年10月23日～27
日に行われた作業道開設の
研修(アドバイザー:橋本 光
治さん)には、一期生の参
加も多く見られ継続的に

「林業を学ぶ」姿勢が根付い
ている様子がうかがえた。
参加者は「元消防士」「農家」

「公務員」、所有林の有無に
かかわらず、様々なバックボーンをもった方が各々の理由で自主的
に参加し、自由闊達に林業を学んでいる。
 
参加の理由は様々
●清家さん：農家／初参加

「ユンボ、チェーンソーの勉強のために参加した。段々畑の道をちゃ
んとできると楽だと思って普段は文旦の栽培 収穫以外は雑木を
切ったり、米と蜂蜜も作っている。作業道の勉強は応用がきく、参
加してみて勉強になって凄く楽しい。」
●井上さん：事務職／初参加

「山はあるが今は手入れしていない。薪ストーブを入れたので、
チェーンソーのあつかいとかを覚えるために参加した。」

宿毛市では林業振
興（自伐型林業）を
目的とした地域お
こし協力隊員の募
集・採用を継続的
に行っている。
林業経験者、未経験
者を問わず、森林塾
への参加を中心に

自伐型林業を学び、宿毛市での林業振興のあり方を各々の隊員が、
様々なやり方で形にしようと努力を重ねている。

経験者・未経験者それぞれのやり方で林業に従事 
●山田さん：岐阜県出身／林業経験者

「事業体での労務災害をきっかけに、林業労働の構造的課題や働き
方に疑問を持った。西日本各地の幾つかの事業体や林業系協力隊を
見て回り、宿毛市の風土と小規模林業の取り組みが課題解決の糸口
になると感じ移住を決めた。」

令和元年「すくも森林塾」

学びで変える自分の山

移住から定住へ、地域おこし協力隊の林業と施業地確保の課題

元受講生もお手伝い、学び直しに参加
●森田さん：元消防士／森林塾一期生

「たまに自分で間伐している、森林塾に参加するまでは独学でやっ
ていた。自伐型林業の基礎から学べる、最初はユンボの操作は怖
かった、歳をとって作業道を開設するのは大変だと思っていたが
習っといて損は無い。今回の森林塾は一回の開催日数が長く集中し
て学ぶ事ができる。山を壊さずに道をつけているのは凄いことだと
思う。林業は一人ででき、時間にもとらわれず自由に出来ることが
いいところ。」
●中田さん：公務員／森林塾一期生

「今回で2回目の参加、以前やってはいけないことをやって怪我を
した。森林塾では「何すると危険なのか?」、安全に施業するための
手法を教えてくれる。大きな山を所有できれば、道をつけてみたい
と思ったが年齢的に難しいなと思っている。」
●江口さん：森林塾一期生

「森林塾を受けるまでは、林
業はそれほどでもなかった。
今は農家もやっているが、こ
れからは林業だけにしたい、
道をつけることで山が変わ
る。」

●西川さん：徳島県出身・未経験
「4、5年前 四万十市で自伐型林業の体験ツアーに参加した事があ
る。その時に、自分のペースでできそう、無理せずできそうという
イメージがあった。四万十市の自伐林家の方から地域おこし協力隊
員募集の連絡があり応募した。宿毛は住みやすく人柄もいいと感じ
る。」
●久保田さん：東京都出身／未経験

「これまで介護職や声優、好きだと思うことをやってきたが、次は自
然のそばで住みたいと考えていた。家族から地域おこし協力隊の話
を聞き、調べてみると高知県の話しが多く、その中でも林業を選ん
だのは直感。いろいろな話を聞くが、実際にやってみて林業は仕事

として有りだと思う。施業
地確保の課題もあり、自伐
型林業で今後もずっとやっ
ていくかは考えてみたい。
今は色々なスキルを身につ
けて、林業をメインにいろ
んな事を試していきたい。」

■ 支援制度：「すくも森林塾」
■ 実施日 ：令和元年10月23日～27日
■ 場　所 ：宿毛市
■ 利用者 ：宿毛市民

【アドバイザー略歴】
橋本 光治
○徳島県の橋本林業 代表

専業自伐林業者として、38年間
林業に従事。伐倒・搬出・枝打ち
等林業全般に取り組む。
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3. 支援制度の紹介

作業道を作設するためのバックホウや、林内で間伐した丸太を
運ぶための林内作業車などの林業機械のレンタルに対して支援
をします。

機械のレンタル

▶レンタル料等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助要件

レンタル及び回送
に要する経費
（消費税を除く）

2分の1以内
レンタル期間は6か月以内

バックホウ（0.25㎥規
格相当以下）、林内作
業車、ダンプトラック
等、木材の集材・運搬
に必要な機械

安全装備の導入を支援します。

労働災害を防止するために着用する安全装備等の導入に対して支援
をします。

安全装備

▶安全装備購入費等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助対象品

安全装備等の購入費
ただし、指定された
3つの特別教育をす
べて受講した者

定額
ただし、1人当たり
4万円が上限

保安帽、防振手袋、チェーンソー
防護服など

林材業労働災害防止協会高知県支部　 
TEL.088-856-5721

上 記 の
お問合せ

高知県木材増産推進課
TEL.088-821-4876

上 記 の
お問合せ

機械のレンタルを支援します。

移住者が林業を続けていくためには、施業地確保、
林地集約が大きな課題

●斉藤さん：東京都出身／未経験

「東京の大学を中退して、地域おこし協力隊に着任。移住を考

えていた所、「地域おこし協力隊」と「自伐型林業」に興味を持ち

どちらも叶えられる宿毛市を選んだ。高知県は移住者情報が

多く、自伐型林業に関しても先進的な活動をしていると感じ

た。実際に活動してみると、関わった宿毛の山主さんは自分た

ちを応援してくれる人もおり地域と一体になって活動出来て

いる実感がある。」

◆施業地の集約に取り組む
「活動を通して感じる課題

は施業地の集約作業。山林

の境界が不明なことが多

く、施業の前準備に時間がかかってしまうことも少なくない。

宿毛市も林地集約、施業地の確保は
大きな課題だと捉えている。

「地域おこし協力隊の存在は大きいしありがたい。
県内では佐川町が林地集約、施業地の確保について
実績をあげている。地域おこし協力隊員が宿毛市で
継続して林業実践を継続してできるよう、佐川町の
事例も参考に早い段階で形にしていきたい」

学びで変える自分の山

移住から定住へ、地域おこし協力隊の林業と施業地確保の課題

行政主導で進める林地集約

新たな法律に伴う森林経営管理制度の活用や環境を重視した

山作り等、これからも課題解決に向けて市と協力して活動し

て行きたい。」
●吉田さん：東京都出身

／未経験

「自伐型林業をキーワー

ドに林業が変わり始めて

ると感じた。前職はIT、

全然違う事をやりたかっ

た。宿毛市は森林率の高いところ、地域おこし協力隊で林業と

なると、佐川町か宿毛市の2つが候補になる。自伐型林業の普

及に関しては、まだまだこれからの宿毛市をあえて選んだが、

まだまだ課題が山積みなのは予想通りだと感じている。行政

としても地域おこし協力隊が林業をどう宿毛市で続けていく

のかまだ答えを模索している最中だと感じる。地域おこし協

力隊員が林業で生活をする、そのプロセス、答えがないところ

を手探りで進めるのは思ってた以上に時間がかかる。憧れを

もって林業に来た、深掘りがいもある、著名な方からも教えて

もらえる、一流から学べる環境がここにはある。

◆今だからこそチャンスもある
「今後は林業メインでやっていくつもり、行政ができていない

分チャンスもあり、可能性があると思う、これから施業地を確

保して、個人事業として経営を成り立たせるところまでやり

きりたい。」
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　会員の活動事例や支援制度の紹介、協議会の開催など様々な情報
を掲載していきます。
　ぜひ、御覧ください。

【URL】https://kochi-shoukiborin.jp/

4. ホームページ開設のお知らせ

小規模林業 　検索

無料アプリ 「COCOAR2」 を
ダウンロードして動画を見よう！

写真が動く！？を
体験しよう！

小規模林業 動画
※タップ後の遷移先は「http://kochi-shoukiborin.jp/lp/」です。

「COCOAR2 」ダウンロード

＊紙面から外すとフル画面に変わります。
＊動画を押すと一時停止〜再生が可能です。

③紙面で動画が流れます

①アプリを起動

④●をタップで
　次のスキャンへ

②写真をスキャン

使い方

このパンフレットの　　　マークのある写真に
スマートフォンをかざすと写真が動き出します！

現場での技術指導や安全対策を支援します。

林業の担い手確保のために支援します。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木の
選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーを派遣し
ます。派遣日数は最大 5 日間まで、会員の方の自己負担はありません。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木
の選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーの事
業地を訪問する事業です。

アドバイザー派遣 先進地現地研修

▶派遣アドバイザーに支払う報償費を補助します。 ▶現地アドバイザーに支払う報償費を補助します。
補助対象経費 補助率等 補助要件

①アドバイザー
　への報償費
②アドバイザー
　への旅費

定額
アドバイザーに支払う報償費は1日当たり2万4千
円を上限とする。
※派遣日数は１人当たり先進地見学研修と合わ

せて最大5日間まで

ア ド バ イ ザ ー
派遣を申請する
者が会員である
こと

補助対象経費 補助率等 補助要件

アドバイザー
への報償費

定額
アドバイザーに支払う報償費は1日当たり2
万4千円を上限とする。
※派遣日数は１人当たりアドバイザー派遣と

合わせて最大5日間まで

先進地現地研修
申請者が会員で
あること

現場での安全対策を支援します。

作業中の思いがけない事故による怪我への補償に備えて、傷害総合
保険への加入に対して、助成をします。

自分で、自分の山の手入れをする場合 間伐材の搬出等を行うために必要な作業道を整備する場合

保　険

間　伐 作業道

▶保険加入に要する掛金を補助します。
補助対象経費 補助率等 補助要件

傷害総合保険加入
に要する掛金

2分の1以内
ただし、掛金は1人当た
り2万7千円以内
※補助額1万3千5百円が
　上限

傷害保険加入者が会員で
あること

対象林齢 11～60年生 31～60年生

事業名 公益林保全整備事業
（保育間伐）

森林整備支援事業
（搬出間伐）

事業規模 0.1ha以上／施行地

伐採率 30％ 30％ 20％

補助条件
など

保安林又は市町村森林整備計画
に規定する公益的機能が高い森
林で集約化が困難な人工林

国庫補助事業の対象とならない
人工林

補助金額 定額 80,000円/ha 定額 183,000円/ha 定額 122,000円/ha

作業道路網の種類 路面整備 開設

作業道1.5m（幅員2.0m未満） 1mあたり100円 1mあたり500円

作業道2.0m（幅員2.5m未満） 1mあたり130円 1mあたり800円

作業道2.5m（幅員3.0m未満） 1mあたり150円 1mあたり1,000円

作業道3.0m（幅員3.0m以上） 1mあたり200円 1mあたり1,500円

林材業労働災害防止協会高知県支部　 TEL.088-856-5721上記のお問合せ

蜂刺され対策を支援します

労働安全衛生の向上を目的に、小規模林業を実践する方が、蜂刺
され対策として医療機関に支払う医療費に対して、助成をします。

蜂刺され対策支援

▶蜂刺され対策として医療機関に支払う経費を補助します
補助対象経費 補助率等 補助要件

蜂刺され対策として、
医療機関に支払う経費
※経費対象は、蜂アレルギー血液検査、
処方登録受託医師診察料、自己注射管理
指導料、自動注射器購入費、毒液吸い出
し救急用具、スズメバチ忌避剤　他

2分の1以内
ただし、8千円が上限
※自動注射器購入について
は1人1個までとし、購入費
の補助金の額は5千円を上限

購入者が会員
であること

高知県木材増産推進課
TEL.088-821-4602

お問合せ
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